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 前回，字数の関係で，意を尽くせなかったので，
もう一度，学習指導要領の一部改訂を取り上げる。 
progressivisｍと essentialism 

 今回の指導要領の一部改訂は，文科省の路線変更
とは考えない。しかし，新指導要領に関する説明ぶ
りに変更があったことは否めない。つまり，プログ

レッシヴィズムにアクセントを置いた説明から，エ
ッセンシャリズムにアクセントを置いた説明に変更
した，というわけだ。 

 このことをもう少し詳しく説明しよう。カリキュ
ラムには，プログレッシヴィズム（progressivisｍ）
とエッセンシャリズム（essentialism）の二つの流

れがある。 
 プログレッシヴィズムとは，デューイの教育思想
に拠るもので，児童中心の教育を唱え，児童の生活

経験を重視し，問題解決学習を推進する教育思想を
いう。また，エッセンシャリズムとは，読み・書き・
計算や歴史・地理・理科の基礎・基本を教えること

の重要性を説く教育思想をいう。 
 プログレッシヴィズムとエッセンシャリズムは，
戦後の指導要領に一貫して流れているけれど，時代

によって，そのウエイトの置き方に強弱がある。 
 戦後の新教育は，プログレッシヴィズムに拠る生
活経験中心のカリキュラムで始まった。が，学力低

下が露呈し，昭和 30 年代からエッセンシャリズム
に基づく系統学習中心のカリキュラムに転換した。
その後，昭和40年代の現代化カリキュラムを経て，

昭和 50 年代には，詰め込み教育批判のなかで，プ
ログレッシヴィズムの再評価が始まる。その流れが
平成に続き，プログレッシヴィズムに根ざす生活科

や総合的学習が導入された。 
 しかし，平成 10 年の指導要領改訂で，教育内容
が大幅に精選されたのを契機として，プログレッシ

ヴィズムの色彩の強い「ゆとり教育」に危惧を抱い
たエッセンシャリストが巻き返しに出たのが学力低
下論争というわけである。 

エッセンシャリズムからの説明 
 では，平成 10 年の新指導要領は，エッセンシャ
リストが批判するようにプログレッシヴィズムのカ

リキュラムなのか。 
 新指導要領の総則は，「自ら学び自ら考える力の
育成を図るとともに，基礎的・基本的な内容の確実

な定着を図り，個性を生かす教育の充実に努めなけ
ればならない」（第１の１）と定めている。 
この項目をみれば明らかなように，新指導要領は，

生活体験に基づく問題解決学習と系統学習による基
礎・基本の定着の両者をともに重視している。つま
り，プログレッシヴィズムとエッセンシャリズムが

バランスをとって入っている。 
 当初，文科省内から，ことさらに教育内容の精選
を強調し，基礎・基本の定着の軽視と受け取られか

ねないメッセージが出され，それが世間の新指導要
領の理解を妨げ，国民の不安を招く結果となったこ
とは前回述べた。 

 文科省は，国民の不安を払拭するため，強調され
過ぎたプログレッシヴィズムのトーンを弱め，逆に
あまり言及されなかったエッセンシャリズムのトー

ンを強め，両者のバランスをとった形で，改めて新
指導要領の趣旨を説明したのが，平成 14 年の「学
びのすすめ」であり，平成 15 年の指導要領の一部

改訂である，と私はみている。 

（ひしむら・ゆきひこ＝国立教育政策研究所名誉所員） 
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